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　本稿は，本論集第 58 巻第 2・3号（2013 年 3 月）における共同報告（新里他）
「『東日本大震災に学ぶ』講演会シリーズの教育実践報告」（以下，第 1報と呼ぶ）
に続く，第 2報である。第 1報では，石巻などを取材した朝日新聞記者岩波精
氏の拡大授業（2011 年 11 月 24 日），東北学院大学柳井雅也教授による「東日
本大震災に学ぶ―経済復興―」と題する講演会（2011 年 11 月 25 日・26 日），「東






































－147 （     ）－
経済と環境（人間発達学部 2年生以上，根岸秀行担当）の受講者にも参加を呼
び掛けた。参加者に「出席カード」３）を配布した。出席カード提出者は，マク
ロ経済学Ⅱ・21 名，西洋経済史・84 名，経済と環境・29 名の学生計 134 名で




ゼミ学生 9名（大学院 1名，４年 3名，３年３名，２年２名）が会場運営を担
当した。小倉利丸経済学部長が冒頭の挨拶を述べた後，後藤氏による講演が始




学発行，2012 年 3 月。
2．レジュメ：A4 判 1 枚。
3．新聞切抜集１：B4 判両面，朝日新聞 2011.7.20「3.11 後は国境を越
え市民が連帯を築き命と正義を基盤に」坂本義和インタビュー記事，
TIME,Des26,2011/Jun2, 2012，The Protest Network（英文）。
4．新聞切抜集２：A3 判両面，福島民報 2011.6.6「原発事故県民健康調査」，




























－149 （     ）－

























地球規模の問題（11 月 22 日の国連人権委員会による情報公開と住民参加の声
明，人間の安全保障）。
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150 であったが，質問・意見のアンケート記入があった回答数は 107 で，回答
率 71.3％であった。予想では質問・意見は 20 字から 30 字と予想していたが，







































課題を課した。800 字程度の内容で，締切は講演 1 週間後である。出席者 21
名のうち，提出者は 18 名（提出率 86％）であった。
表２　課題
課題：特別講演会「東日本大震災に学ぶ」について，質問と意見を書きなさい。
様式：１．ワープロ作成（ワード，A4判 1枚，1行 30 字 30 行）　
２．質問と意見を分けて書く　






















































































































































　講演会が 14 時 30 分に終了した後，16 時 30 分より富山大学経済学部 4 階視
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－156 （     ）－
聴覚室において，「東日本大震災に学ぶ―復興，原発―」と題して，富山大・
福島大合同ゼミ発表会を行った。参加自由の公開ゼミであり，多数の学生の参










































　福島大の第 1 報告は，3 年生（高橋もも）による「復興報道に求められる情
報とそれに対し今後求められる姿勢～被災地における報道地域・内容の偏り～」
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要員 2 名を別にすると，学生 40 名（人文学部３名，人間発達科学部７名，経




－161 （     ）－
図 1　アカデミックサロンの開催を知らせるチラシ
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－163 （     ）－
表４　当日のプログラム（案内段階）
プレサロン（11:00-12:30）
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